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はじめに
トゥバ TЫBa/TyBaの社会は、ロシア連邦の一共和国としてソ連時代に引き続きモスク
ワの管理を受けながらも、資本主義に移行してきた。この、「ポスト社会主義」の社会変
化はトゥバの人々をグローバリゼーションにさらすことになったが、その過程でトゥバの
文化的産物もまた新たな文化的コンテクストに置かれることになった。
旧ソ連時代のトウバでは、それらの文化的産物はラマ仏教やシャマニズムのような在来
文化システムから注意深く分離され、民族学などの学問によって体系化を受けたのちに博
物館などに保存されていた。こうして「伝統文化」はソビエ ト市民としての少数民族と共
和国のアイデンティティを表象する一種の トー テムとして国内のそこここを飾り、放牧や
狩猟にまつわる生活用品や楽器などはコレクションの重要な部分として、民族の記憶の装
置としての役割を果たしていた。
ポス ト社会主義の時代が到来すると共に、急速な都市化を受けたトゥバの文化的産物は
市場における新しい交換の対象となり、国内外に相互交通するようになった。その過程に
おいて、ソ連時代には不可能であったようなイメージの資源となり、 トゥバの文化的産物
そのものと、それらを産出している文化実践は変容しはじめている。
本稿は、2005年と2006年の2回にわたってのべ7週間 トウバ共和国内でおこなった
フイールドワークによる一次資料を基に、この一連の文化変容の過程について、「自然の
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物象化」および「エスノ文化資本」と筆者が名付けた文化装置による作用として明らかに
したい1。 その具体例として、フイールド調査で焦点を絞った主に男性によつて歌われる在
来の喉歌 hrOat singingの一種であるホーメイxooMeЙをめぐる文化現象を扱う。ホーメ
イは、喉歌の中でも咽頭と口腔の特殊な振動によって複数の倍音を発声する倍音唱法 multi_
vocal singingとして知られ2、 現在も国内で日常的に歌われている一方で、国外ではトゥ
バを表象する有力な文化現象としても広がりを見せており、 トゥバの文化変容に関する事
例としてふさわしいものである。
トゥバ人の名前はトゥバ語表記の慣例にしたがい、日本人の苗字に相当する氏族称をは
じめに、名をあとにおく。
l.都市と農村 :フイール ド空間について
トゥバ共和国の人口は公称約20万人で、ロシア連邦の共和国の中でも少数民族言語を母
語とする話者の数が多く、7割近くが日常的にトウバ語を話すといわれている。これはロ
シア語へのクレオール化が進行した近隣のブリヤートやハカスとは鮮明な対照をなしてい
る。
トゥバの産業は農業が中心である。ソ連時代に各地方にあったコルホーズは解体された
が、一定の使用料を地方政府に支払って行う放牧が行われ、家畜、乳製品、肉、農産物を
モンゴルに輸出している。中国からは木材や漢方薬の原材料であるトナカイの角などの買
い付けがあるが、規模は小さい。目立った製造業は存在せず、鉱工業は林業と銅やアスベ
ス トの鉱山が存在するが現在は稼動していない。観光業が新たな産業として政府の振興を
受けている3。
人口の約半分は、唯―の都市文化を有する首都のクズル市 KL13ЫЛに集中している4。 ク
ズルは数少ないロシア系住民一一大半がソ連崩壊以降にやってきたニューカマーであると
いわれている一の居住地であるばかりでなく、商業活動が集中していることから、多くの
面においてトウバ共和国の心臓部分に当たるといえる。最近の特徴は消費文化が急速に浸
透していることであり、2006年には老朽化したソ連時代の百貨店「ウニベルマグ」が閉店
し、新たに国内初の食品スーパーマーケットが開店して大勢の買い物客で賑わい、いくつ
ものカフェテリアが次々に営業を始めており、外食産業の勃興が伺えた。その他の都市は
主に行政区の中心地としての機能を果すにとどまっているが、都市化が進行すればそれら
1こも消費文化が波及することは予測できる。
さて、ホーメイの文化実践には在来文化の側面を残す農村とサービス業の中心である都
市の両方が重要な役割を果している。両者は主として父系集団による血縁関係で結ばれ、
相互依存の関係にあり、相互交通も活発に行われる。そこで、この二つの社会空間の相互
関係とコントラストを簡単に押さえておきたい。
農村と都市には血縁関係による互酬や贈与が行われている。農村では、コルホーズのほ
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かに伝統的なテントのユルトで暮らしながら行う放牧が盛んである。都市住民は農村部で
現金や農作業の補助と引き換えに肉類、乳製品、根莱類を調達する一方で、農家は子女の
就学や就職などで都市住民の援助を受ける。これはフィールドで体験した一例だが、とあ
る週末にクズル市の住民に連れられてホブ=アクスXOけいAКcЫという町の近隣にある農
家でじゃがいもの収穫を手伝ったことがあった。車で2時間近くの場所にあったその農家
は本人の実家であり、農作業を手伝う代わりに収穫の一部を分けてもらい、茄でたてのジャ
ガイモと野生キノコのピクルスの食事を振舞われた5。 また、市内の古い住宅を訪間すると、
しばしば敷地の裏に丼戸の付いた菜園があって、まとまった量の野菜を栽培していた。そ
うした場合でも家畜を安価あるいは無料で譲り受けるといった交換が行われていた6。
都市と農村との間には盛んな相互交通があるとはいっても、やはりその生活様式には大
きな違いが見られる。たとえば、都市部ではソ連崩壊以降合法化され国教になったラマ仏
教が有力な宗教であり、2005年夏にはグライ=ラマのナンバー4という僧侶が説法のため
にクズルを訪れるほどモンゴルやチベットとの宗教的結びつきは強い。在来宗教であるシャ
マニズムはシャマン・センターによって管理運営されている。シャマン協会会長を務め自
身も民俗学者であるケニン=ロプサン・モングーシ師がクズル市内に住みながら主に博物
館で活動していることからもわかるように、彼らの活動場所はクズル市中心部に集中して
いる。シャマンによる占いや祈祷を中心としたカウンセリングはすべてこれらの施設で行
われ、料金も体系化されている。シャマンの文化は、ロシア人を含む外国人観光客によっ
て見所でもあるので、そのうち一箇所は観光施設をかねており、入場を支払って見学でき
るようになっている7。
農村部では、シャマニズムやラマ仏教は都市部ほど重視されず、父系親族を祭祀集団と
する民間信仰が行われている。祭祀場は路傍でよく見かけるオボーoBoやスボルガン
cBopraHと呼ぶ祠と異なり、祭祀集団と関係の無い人物の入場はいましめられ、きわめて
人目に付きにくい場所に簡単な目印があるだけのものである。これらは父系親族集団によっ
て祭られているにもかかわらず、かならずしも祖先の霊を祭る場所ではないという8。 クズ
ル=マジャリクЮttЫЛ‥MaJKa」XЫКの北部にあるAtt6ЫЫ―AK‐OЙチll付近の放牧地を訪れた
際、ユルト (モンゴルのゲルに似たトゥバ式のテント)に招いてくれた主人は、冬営地付
近の森の中に「森の主」xo3ЛИH Лecaを祭っていると語つた。それは根元から二股に分か
れて生えている大きなモミの樹で、冬に放牧地を移すときに父系親族が集まり、一年に一
回程度集まりやすい日取りを決め、食物を捧げて家内安全などの願を掛け、その場で森の
主への供物を相伴する。クズル郊外の農村XapttAKCЫでも父系親族集団で管理する祭祀
場が丘陵の頂上や湖のほとりにあり、類似の行事によって祭りを行っている。ただし、こ
こでの信仰姑象は樹木ではなく自然の岩のようなものであり、その自然物というよりは、
その地点が親族の祭場であるというランドマークの役割をむしろ果すものであった。
都市と農村の生活パターンの違いと相互交通がどのように展開していくのかはまだわか
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らないが、このような生活実践と認識における両者間の対照性は、ホーメイの実践を考え
る上でも重要である。
2.ホーメイの実践
2-1.ホーメイをめぐる現状
ソ連時代のホーメイの位置づけは、音楽というよりは民族文化の標本であった。ホーメ
イに関する先行研究はロシア人ならびにトゥバ人研究者にまとまった成果があり、アーカ
イヴ録音の作成と採譜による音楽分析をはじめとして音楽形式の分類、歌詞の内容分析、
発声法に関する分析、バリエーシヨンの地域分布、主な演奏家のライフヒストリーなどを
中心に極めて精力的に行われ、ソ連崩壊以降も引き続き刊行されている。その反面
(AKCeHOB 196t КЫp「ЫC 1992,2002,2004)、これらの文化的構築物が トウバの内外にもた
らす文化作用、表象作用、身体性などに焦点を据えた文化人類学的な研究はほとんど行わ
れていないのが特徴である。このことは、文化人類学 cultural anthropologyが第2次大戦
前後のアメリカに胚胎し、それが深い影響を受けた社会人類学 social antlu・opologyが1920
年代のイギリスにおいて成熟を見たという、学説史的ないきさつとも関係があろう。英米
国とは独自の人文社会科学を作 り上げたソ連においては、国民文化とロマン主義の結びつ
いたヨーロッパ的な民族学 cttnOlogyの流れを汲んだ在来文化研究が行われてきたのであっ
た。
現在、ホーメイに関係者はクズル市内または海外に拠点を置いており、国内ではユネス
コの援助によって設立された国際学術ホーメイセンター (以下「センターJと略)と国立
交響楽団 (以下「楽団」と略)の二つの組織が音楽家や研究者の受け皿となっている。セ
ンターはホーメイに関する調査研究や記録保存を行い、DVD、CD、カセット、学術書等
を販売し、国内外の訪問者にホーメイのレッスンの場所を提供し、ホーメイの専門家が受
け取ったレッスン料の一部から仲介料や施設使用料を徴収している。レッスンは不定期だ
が、夏季になると日本 トウバ・ホーメイ協会に所属する音楽家など海外からの訪問客があ
り、センターの運営にとって貴重な収入源となっていると考えられる。楽団はソ連時代か
ら存在し、民族楽器によって編成され、センターの2階にあるリハーサル場でほぼ毎日練
習し、観光ツアーのコンサートや公式行事のレセプションで民族舞踊のオーケストラを務
めるなどして活躍している。楽団員の幾人かはホーメイの歌い手でもあるが、楽団では楽
器を演奏する。ホーメイ歌手はだいたい複数の器楽にも通じているので、生活は決して楽
ではないが楽団の給料は貴重な収入源であり、また仲間作りや海外との接触を持つ数少な
い場でもある。
ソ連時代にさかんに試みられた民族音楽による交響詩などの創作は、 トゥバの伝統楽器
を中心に編成されている。こうした楽曲では狩猟用の角笛、シャマンの大鼓、伝統的な弦
鳴楽器などが盛んに用いられていたが、ホーメイが取り込まれることは無かつた。楽団貝
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たちの説明によれば、ホーメイは平均律に調律できないとの理由から、伴奏に用いる中国
の二胡に似た三絃の弦楽器イギル ИΓLIpともに忌避され、農村部の野外でしか歌われな
かったという。現在のオーケストラの作由にはホーメイやイギルが使われているが、それ
はソ連崩壊後のことだという。
現在のホーメイは、積極的に人に聞かせるための音楽として再編されている。さまざま
な楽器を伴奏にして歌われ、都市部で室内のコンサートなどでも歌われるようになった。
これには、スミソニアン・フォークウェイズのようなCDのレーベルやホーメイの海外公
演に触発され、その倍音唱法の世界に魅了された海外の愛好者の存在が大きかったと考え
られる。最たる例が、ホーメイセンターが実行組織を務め4年ごとに開催される「国際ホー
メイフェステイバル」である。これには世界各国からホーメイ関係者が参加し、おのおの
の歌唱力を披露する。2005年の大会では外国からも参加があり、日米の音楽家によって必
ずしも伝統的なホーメイにこだわらない創作がいくつか披露された (PecΠy6ЛИca TЫBa
2004)9。
フェステイバルが持つ開放的な寡囲気は、ホーメイのポップ化に影響しトゥバ人のホー
メイ音楽家の創作活動とも相互に影響しあつている。たとえば、国際的に著名なホーメイ
のグループであるフーン,フル・トゥHuun―Hur―Tuは後述するようにトランスなどのク
ラブ音楽も手がけ、すでに解散したが国内のグループではヤト・ハ ЯT Xaもバンド活動し
ていた。現在活動休止中のオイドゥパー OЙДyHaa(n.d)は自ら弾くアコーデイオンに合わ
せてホーメイを歌うなどさまざまな創作が試みられているのは (OHДaap 2006,AЯc n,d,
Saydash n,d.)、ホーメイ音楽家を取り巻くひらかれた雰囲気に由るところが大きいと考え
られる。国内においてはこれらの録音はもっぱらカセットで流通し、市場の露天や音楽専
門のキオスクなどで扱われていた。
創作的なホーメイと並んで、海外のレーベルからリリースされるCDの多くは、民族音
楽としてホーメイを扱う場合が非常に多く、そうした録音ではホーメイ以外にも牧童によ
る動物の鳴きまねとか口琴の独奏などを併録している。これはソ連時代におけるホーメイ
の扱いを踏襲しているということができるが、それに加えて海外におけるホーメイが トゥ
バの自然風景と一体のものとしてイメージ化されていることをも示している。アーカイヴ
録音によるホーメイのほとんどは独演であり、4人組のフーン・フル・トゥのようなアンサ
ンブルは少ないことから、楽団もしくはバンドの形態をとった演奏は、観客という文化的
コンテクストが生み出した比較的新しい現象であると推察できる (Various arists 2002,Ay―
Khere1 2004,IIllun―Hur―Tu 1993)。
録音やツアーによって表現活動としてホーメイに携わる人々が増えてきている反面、今
もって多くのホーメイは農村に暮らす牧童たちの手によっても歌い継がれている。彼らは
必ずしもプロ志望ではなく放牧を生業とし、ホーメイは無Illlを紛らわせるために自然と習
い覚える。クズル周辺の農村では、娯楽として12月から1月にかけての農閑期にホーメイ
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の競演会が開かれ、近所の村に住むものが普段から習熟した腕を競い合うという。もちろ
ん、その中には独特のスタイルの名人としてアーカイヴ録音されているような使い手もい
て、音楽然となってホーメイセンターに活動の場を移す場合もあるし、若い楽団員でも幼
少時には村落でホーメイを覚えてきたものが少なくない (Va?ous arists 2002)。
これらのことから、クズルのような都市部はホーメイの活動拠点として機能しつつ新し
い活動や創作の場を提供し、農村部はホーメイ実践の母体の役割を果していることがわか
る。者る市と農村は相互に影響しあいながら、新たなホーメイの実践を支えているのである。
2…2.農村におけるホーメイ
農村部におけるホーメイの特徴は、貨幣との交換は存在せず、創作も日常生活の題材や
既存の題材によりながら伝統的な音韻構造をもって行われ、農閑期のコンサートのような
特別な環境が無い限り私的な空間のなかに営まれていることである。農村部では普段は見
知らぬ人物や屋内でホーメイを聞かせることはほとんどないということであったが、薄謝
と引き換えに録音したい旨を申し出るといささかのためらいの後に応じてくれた。録音機
の前では歌いづらい様子で、サワークリームを塗った食パンとウォトカで乾杯しながら、
ようやく2曲を収録できたのみであった。自分で回ずさむためのホーメイは、これらの例
が示すように数十秒と短いのが普通である。
以下に掲げるのは、筆者がクズル市近郊のハデイン・アクス村 XaДЫH AKCЫで行った
フィールド録音からホーメイの歌詞を起こしたものである1°。Aはよく知られたホーメイ
の歌で、Bは歌ってくれた当時31歳の青年の自作による。どちらも特にタイトルは付いて
いない。いずれも4行からなる韻文で、基本的にはABABという構造を持っている。(トゥ
バ語のЫとyはほとんど同じ母音として扱われることが多い。)
A
パカパカと、あれは黒馬の
足並みの音じゃないか
カラカラと、あれはあの娘の
はにかみ笑いの声じゃないか
Kap6aΠ Kap6aΠ ЧeЛИH opap
KapttlattHЫH Чopyy―Лa 6e?
KaTLIpaЦH aH ЧaЦHaH opap
KapaM KЫCTЫM ЧaHЫ―Лa 6e?
B
KttLIp Чe HИЦ Ka/1apЧЫ3Ы
KaprЫpaaЛИH oЛyp―Лa 6oop
XoByЛapHЫH xoЙxy3y 00Л
XeeMeЙЛcH oЛyp―Лa 6oop.
高地にいる牧童は
カルガラーを歌っているのだろう
草原にいる牧童は
ホーメイを歌っているのだろう
―- 90-―
ポスト社会主義トゥバにおける自然の物神化とエスノ文化資本の生成
上記、カルガラーもホーメイも喉歌のスタイルの名前である。ホーメイは、歌詞の後につ
いてひとしきりⅡ因をきかせる。この例が示すように可視の題材は牧畜の生活にゆかりが深
く、叙事詩など他の口承文芸のジャンルと違って内容はシンプルである。
インフォマントによれば、父親が得意としていたホーメイを聞き覚え、スグトとカルガ
ラーの2種類のスタイルで歌うことができる。18歳ごろ田舎のコンサートで弦鳴楽器のイ
ギルをはじめて手にしたが、およそ3日間で身についた。したがって、特にだれかにホー
メイを教授されたわけではない。作曲は既存の歌詞に新しいことばを加えるなどして段々
と形になっていくのだという。これらの歌も、普段は羊の放牧のときにひとり回ずさんで
いるものだが、前述のコンサートのときにも歌う。このコンサートは、新暦及び旧暦 (モ
ンゴル仏教暦)の新年のころ、近隣の農村や市場で行われる。自宅からは自動車で40分ぐ
らいの距離であり、それ以上の遠出はしない。観光施設で上演するとか商業録音などには
興味が無く、活動歴も無い。
農村部におけるホーメイの実践は、それ自体が個人や家族などといった私的な空間にと
どまっており、外部者から見れば閉ざされた場所に存在する。実際、クズルにおいて何ら
かの手段を講じなければ彼らのホーメイを聞くことはできないし、それも簡単なことでは
ない。よほど興に乗るとか、冬季のコンサートでなければ人前で彼らがホーメイを口ずさ
むことは無いからである。農村部におけるホーメイは、外部と直接交渉することはなく、
そこに何らかの変容が認められるとすれば、先に例示した作曲のように多分に内からやっ
てくるものであり、しかも変化の幅は小さい。しかしながら、このような比較的閉じられ
た農村部におけるホーメイがフィールドやアーカイヴ音源のような複製文化として保存さ
れ流通し、正統的なトゥバ文化を表象する資源として受容される素地をはらんでいること
には注意を払う必要がある。
2-3.都市におけるホーメイ
クズル市が国内ではほぼ唯―の都市文化の所在地であるといってよく、そこでのホーメ
イも注意深く管理されている。それは農村部において人前でホーメイを歌うことがまれな
のと同じコンテクストである。都市に在住するホーメイ歌手はみな長く伸ばした頭髪を後
ろで束ねているのですぐに見分けが付 くが、路上などで暇つぶしに歌うことは無い。本来
誰もいない空間で歌うホーメイを衆目環境の中で歌うということには、なにかモラルに反
するという感覚が存在しているのである。ホーメイ・センターを中心とする都市的空間にお
いては、ホーメイはレッスン、コンサート、CD販売などどんな状況下にあっても市場交
換によってしか媒介されない。趣味としてホーメイが歌われることはほとんど皆無なので
ある。
都市空間はホーメイとタト部者とが接触する場所である。ある日曜日の昼、ホーメイのレッ
スンをつけてくれた歌手のダンドゥン・アンチカラーDandun Anchkaraa氏に連れられて、
-91-
『北東アジア研究』別冊第1号(2008年3月)
クズル市内のレストランで楽団貝がレセプションでホーメイと民族舞踊を披露するのを舞
台袖からのぞいたことがあつた・ 。それは約50名の年配のロシア人による何かの会合かツ
アーで、昼食会の余興として催され、幕間にはロシア民謡をアレンジしたロシアン・ポップ
がスピーカーから流れていた。トゥバの民族衣装に身を包んだダンドゥン氏たち男性楽団
員4名は、舞台に立ってひとしきり司会者からロシア語で紹介を受けたあと、ひとしきり
イギルを演奏しながらホーメイを歌い、聴衆は料理を口に逗びつつも、始めて耳にしたら
しい倍音唱法の音色に驚嘆の声を発していた。このようにして、ホーメイを人に聞かせる
ことに興味がある歌い手は、都市に身をおくことによつて活動の機会を得ることができる
のである。
クズル市内で遭遇した元フルブライト奨学生の米国人シヨー ン・カークSean Quttk氏も、
クズルを拠点に活動しているホーメイ歌手の一人であつた。研究計画でトゥバのホーメイ
を選んだカーク氏は3年ほど前にクズルを訪れ、 トゥバ語とロシア語をマスターしながら
ホーメイ・センターでホーメイや民族楽器に習熟したが、帰国を前にトゥバ人女性と結婚し
てクズル市内のアパートに暮らし、妻の実家の農村で羊を少し飼っているという。ほかの
ホーメイ歌手と同じくカーク氏は楽団員としての給料とその他の細かい収入 (英語の家庭
教師など)で生活していたが、グループを結成して台湾と米国でホーメイを歌ったことが
あり、来日にも興味を示していた。さまざまなホーメイ関係のプロジェクトをほかにも持っ
ていて、 トゥバで暮らすにしろ、故郷へかえるにしろ、いずれはホーメイで生活を安定さ
せたいと抱負を語つていた。カーク氏たちのグループはとくに創作を行うわけではなく、
古くから歌い継がれてきたトラデイシヨナルなホーメイを歌っているという。
カーク氏の事例は、彼の出自とは裏腹にホーメイで身を立てようとする多くの青年に共
通する特徴をもっていた。すなわち、ホーメイ歌手同士の結社に近い同胞意識、市場交換
と結びついた音楽活動、さまざまな形の海外へのチヤンネル、それに都市を基盤とした生
活世界である。こうした実践上の特徴は、農村部とは異なっている。都市部ではホーメイ
が開かれた文化表現として実践されており、その原理は市場交換である。仮に農村部で同
じようなホーメイを歌うにしても、それが持つ文化作用は別のものとなっているのである。
農村部におけるホーメイが都市部のホーメイに影響を与えていることは、ダンドゥン氏
自身が幼少時に農村でホーメイを身につけたと語っていることからも明らかなことである。
これに射して、カーク氏は特にホーメイを農村部で学冒したわけではなく、クズルのホー
メイセンターという学校環境において自分のものとしたのであつた。このことは、都市部
におけるホーメイの源流をすべて農村に求めることが誤りであることを示している。ホー
メイはもはや農村部にも都市部にも属しない、あるいはその両方が相互補完しあいながら
実践されているような音楽文化なのである。このことは、ホーメイに関する想像力の有り
方にとつて重要な意味を持つている。
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3。 自然の物神化
物神化とは、交換が社会的現実となるとき、その結果である価値がモノ自体に内在して
いるように感じてしまう日常意識である。ここでいう自然の物神化とは、 トゥバの自然が
文化産業にとって価値を持つ表象として取り扱われるとき、そうした自然の持つ価値が風
景などに内在するものとして、転倒して現れることについていう (AI・ato alld Gebh?1995:
19年196)。
物神化されたトゥバの自然に連関させられていくのが、ソ連時代に博物館の文脈で語ら
れていたトゥバの民族文化の断片である。それはすでに生きられた知識としてすべてのトゥ
バ人に共有されていたわけではなく、文化的帰属性を無障する表象の体系として、保存さ
れていた。ロシア革命以前の、いまだ人民が「啓蒙」されえなかった時代、人々があらゆ
る野生的なものと共存しつつ生きてきた証拠として、遊牧や放牧の風景がジオラマとなっ
て黙示されていたのである。
ポスト社会主義時代のトウバに関する民族文化の諸産物も、引き続き文化アイデンテイ
ティを担うものとして再生産されている。ただし、それはグローバルな市場化のなかで培
われる文化イメージをともなっている。民族文化としての位置づけを得ているという点に
ついていえば、ホーメイに関しても同じことがいえる。農村部で行われているホーメイこ
そに価値が内在するのだという考え方は、自然の物神化の一つであるということができる。
トゥバの物神化した自然は、ホーメイをめぐって生じる連関をもなにか玄妙で神秘的な構
築として転倒させるのである。
3-1.民族音楽CDに表象されたホーメイ
ホーメイの実践とトゥバの自然とを結びつける演出は、1990年代からCD録音等で行わ
れている。それは、意図的に野外で録音することによって騎乗したままホーメイを歌って
もらうとか、川のせせらぎとホーメイとを同時に録音するとか、風の音のするところでホー
メイを歌わせるというような試みである (V?ous anists 1999)。そのCDの英語で書かれ
たライナーノートは録音の経緯について次のように記している。
ある日の夕方、たそがれどきの平坦な草地を歩いていたとき、私たちは小川に出く
わした。私は、ソ連スタイルのトゥバ民族音楽の演奏家で熟練した喉歌の歌い手であ
る30代前半の男性アナトー リに、かつての牧童は流れの音ともに歌を歌っていたかど
うか聞いた。アナトー リはうなずいた。ボルバングナデイールは一一彼は言つた一一
喉歌のスタイルの一種で、何かものが転がつたり流れたりするさま (トゥバ語の動詞
「ボルバングナール」に由来)をあらわしている、と (Levin 1999:9)。(翻訳は筆者。)
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そして、この青年は自ら流れに足を入れたまま喉歌をひとしきり歌ってみせ、その響きは
まさに小川のせせらぎに同化したものであったという。このエピソードは、自然とホーメ
イとの同一化について語つているといえる。すなわち、喉歌を発声するときの微妙な口腔
の振るわせ方や開閉が、流水などの自然現象に呼応するような意識の表れとして外部者に
認識されているのである。そこでは、牧童が草原の中で歌うホーメイは、自然を身体化さ
せる一つの営為として扱われている。そして、ホーメイの歌い手は、いわば擬人化された
トゥバの自然となるのである。
このようなCDのアプローチは1970年代から80年代にかけて新しい思潮として注目され
たサウンドスケープの思想を想起させる。サウンドスケープ理論の根底には、音楽とノイ
ズや日常的な生活音との概念上の障壁を取り去りつつ、人間の本来性を高めるような音体
験のあり方を模索する (Schafer 1977)。一見、リベラルかつ環境主義的なサウンドスケー
プ理論だが、そこにはやはり音体験の秩序を求めているのであって、そこに環境音への積
極的な介入の姿勢が存在していることは明らかである12。サゥンドスケープ的な考え方は
民族音楽学においても軌を―にして現れており、1980年代から1990年代にかけて大きな反
響のあつた、フェルドによるニューギニアの熱帯雨林に暮らすカルリ族の音体験のあり方
に関する民族誌的考察にも現れている (Feld 1979,1999)13。
このCD録音はホーメイのスタイルの一つでボルバングナデイールという倍音唱法で歌
われている。これは、倍音を出すときに口唇をすぼめたまますばやく舌を動かして振動音
を生み出すので、外部者にとつてもその音はたしかに小川のせせらぎのように聞こえる。
だが、それら二つを同時に録音し作品化することには当然のことながら作為が存在するし、
ホーメイを自然との結びつきとしてイメージ化することにつながる。外部者のまなざしに
よるホーメイを歌う身体と自然の同一化を容易にしているものに、先に紹介したようなホー
メイの歌詞がある。これらの歌詞は牧童としての生活に取材し、その内容も簡潔で比較的
素朴なものであった。そこに描かれるのは、都市生活や農村生活の中での近代的な内容で
はなく、自ら広大な車原を想起させる風景である。ホーメイにかかわる事象のなかで草原
地帯の自然現象や牧童としての生活にかかわるイメージだけが連関を得て、ついにはホー
メイ全体の印象を決定付けるようになるのである。
3…2.ホーメイのレッスンにて
先にもエピツードで紹介したダンドゥン・アンチカラー氏が、2005年の調査で筆者に
ホーメイを教授したときにも同じような現象が起こった。フィールドワークの一環として
「先ずは実際に体験して御覧なさい」とホーメイセンターに助言され、彼らの仲介を得て
ダンドゥン氏を紹介されたのであつた。前述のとおリダンドゥン氏は30歳くらいと若かっ
たためか、レッスン料も1回約40分で300ルーブル (約1,200円)と外国人に教授する同業
の中では低額であった14。 ダンドゥン先生とのレッスンは、8日間で4回分あった。初回は
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顔合わせをかねてホーメイセンターの練習室で短期間に学ぶべきホーメイのスタイルを判
定し、カルガラーの発声練習とイギルの奏法の手ほどきを受けた。ホーメイはただ歌うの
ではなく、自らイギルを弾きながら練習するもので、自作の楽器があるから300ドルで買
わないか、と後日強く勧められたが現金の持ち合わせが無かった。
レッスンは、教師の発声をきいてひたすらそれに近づけるというものであったが、倍音
を発声する前に、正しい音色を出すのに非常に苦労した。また、意外と声量が必要で、10
数坪程度の密閉された空間で下手な声を出し続けていると耳が痛くなる。ひとしきり唸っ
ていると、先生は「屋内でばかり練習していては本当のホーメイというものがわからない。
次回は2回分のレッスンとして外に出てやろう。川べりと山で歌おう」と指示を出した。
2日後、先生の友人と英語通訳を伴ってホーメイセンターの専用車を出し、まずはクズル
市内の公園に出向いた。この公園は大小二つのエニセイ川が合流する地点に広がる砂州の
上に作られており、そのほとんどは白樺や楊の林になっている。簡単に河原に下りること
ができ、ごろごろとした九い石ころに混じって酒瓶が転がっているような場所であった。
姑岸には丘陵が連なり、視界をさえぎるものは何もなく、空は澄んですっかり秋めいてい
た。
ダンドゥン先生は適当な大きさの石に腰掛け、私にも座るよう勧めた。そこはすぐそば
まで豊かな水が音を立てて流れている水際で、私はイギルを持たされカルガラーを歌う羽
目になった。先生によれば、ホーメイは水の流れと同じものであって、それに共鳴するよ
うに歌うことによって、本当の感覚をつかむことができるのであり、一人で練習するとき
にもかならず公園に来てするように、と教えられた。帰国してホーメイを歌うとき、この
エニセイ川の風景を忘れることなかれ、と先生はいった。
ひとしきり川べりで発声練習をしてから、今度は対岸の丘陵で練習することになった。
エエセイ川の北岸に連なる丘陵は、近づくにしたがって小山のような風景となり、道なき
道を進んで車から降りると、一面の荒地にぼうぼうと吹き降ろす風が冷たかった。そこか
らかなりの勾配のある斜面を登って頂上近くに到達した。先生たちはペットボトルにつめ
た生ぬるいトゥバ式のチャイー ー塩味の薄いミルクティーである一―を持ってきており、
咽にいいから飲むようにとプラスチックの使い捨てコップに注いでくれた。先生はタバコ
に火をつけ、日限つぶしに周りの草をむしったりしながら私のカルガラーを聞き、さかんに
だめだしをした。この風に負けるんじゃない、自分も風になったつもりで何も考えずに歌
うのだ、と先生はいったが、時候も8月の末のシベリアゆえ15分もすると薄着ではどうし
ようもなく寒くなり、引き返すことになった。その日のレッスンはそれで終わり、先生と
はセンターのところで別れた。
最後のレッスンは再びセンターの一室で行われ、発声練習のほかに前回のレッスンの解
説があった。その前日にホーメイセンター長K博士のロシア人の娘婿である通訳がモスク
ワヘ帰ってしまったので、先生は私のフイールドノートに図を描きながら、ホーメイを歌
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図lb ダンドゥン先生の描画 (右側が「ホーメイを歌う自己」の画)
図la ダンドゥン先生の描画 (自然の風景としてのホーメイ)
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うときに何をイメージするべきかについて丁寧に説明してくれた。まず、カルガラーを歌
うときには、たとえば牛が声を出す様子を想像するとか、自分の声を鷹のように高所を飛
んでいるような感じで聞きながら発声するとか、つねにエニセイ川の流れや丘の連なりを
パノラマのように思い出しながらやるとよい (図la)。あるいは、自分が地球であり、そ
の日は大きな山の中の洞穴であり、その中でもう一人の自分がイギルを弾きながら歌って
いるような気持ちになれ。お前のホーメイの歌声は洞窟から流れ出る一条の川となって湧
き出すのだ、と語つてくれた (図lb)。
ダンドゥン先生の教授法は単にメタファーをよく用いているばかりでなく、注目すべき
はそのメタファーを野外で練習させるなどして実体験させているところである。それは、
5歳のころからホーメイを習い覚えてきたという先生の音楽体験に基づいたものではない
だろうかと推察したが、いずれにしてもここで用いられている自然とホーメイとの結びつ
きによつて語られる表象は、CDに現れたものと性格を同じくする。
ところが、ダンドゥン先生が実体験とユニークな図によって示したホーメイとトゥバの
自然世界との同一性もまた一つの意匠化された概念であった。というのも、先生は私を丘
陵に連れて行ったとき、タバコの吸殻を火がついたままポイ捨てにし、われわれの使った
コップを風の転がるに任せてその場を立ち去ったからである。先生にとってトゥバの自然
とホーメイとは同一化されてしかるべきものではあったが、それは彼自身の生活のリアリ
ティとはまた別の場所に存在していたのである。したがって、ここで語られるトゥバの「自
然」――ダンドゥン氏はロシア語でHpIIpttaといっていた一一とは、環境保護の対象として
日常世界の言説で語られている自然とは違い、そのままではいわく説明しがたいホーメイ
の玄妙さを外部者にわからせるために拡張された一つの時空間、あるいは連関の世界とで
もいうべきものである。
3-3.物神化された「自然」とホーメイ
CD録音とダンドゥン氏とのどちらが先行する事夕Jといえるのか―一自然=ホー メイ概
念が外部からもたらされたのか、それとも本質的に内発的なものだったのか一一という問
には、CDの録音がレッスンに丁度10年先んじているとはいえ、慎重な検証が必要である。
しかし、いずれのケースにしても、ホーメイがトゥバの自然風景との連関の中で実践され
たり、言説化されるといった現象は、タト部者との触発によって現れていた。ここで重要な
ことは、ホーメイを何か別のイメージとして擬似的に扱うこと一―ミメーシスーーに必ず
トゥバの自然が用いられているということである。このことは、以下の二つの点で重要で
ある。
まず、ホーメイについての何かを語るという営為は、CDの製作とかホーメイのレッス
ンとかいったように農村におけるような私的空間に閉ざされたものではなく、必ず何らか
の形で開かれている。ここで、「開かれている」というのは、いうまでもなく文化的他者
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という外部が相互作用のなかに存在しているということである。つまり、CDの製作者や
レッスンを受けた私のような存在である。トゥバの自然とホーメイとが連関する空間は都
市的である、といいかえることもできる。そして、そこで語られるのは、自然のミメーシ
スとしてのホーメイであり、自然をいわば想像力の資源としたホーメイなのである。そし
て、放牧の際に人知れず歌われるような閉じられたホーメイ実践の空間においては、外部
との交通を必要としていないために、自然との連関は暗黙となって、言語化されえない。
もうひとつは、自然とホーメイとの連関は、市場交換を可能とする文化装置として作用
していることである。農木す的コンテクストにおいて暗黙知となっているトゥバの自然や草
原の文化とホーメイとの連関は、一般にワールドミュージックと呼ばれる民族音楽CDの
市場とか、1回300ルーブルで行われるホーメイのレッスンといった局面において出現する。
市場交換はホーメイと自然とを結びつけることによって、何らかの新たな価値をホーメイ
に与え、それによって金儀との引き換えを可能としていると考えなければならないだろう。
ホーメイの交換価値はトゥバの自然との連関が生じることによつて生み出されていたが、
これはホーメイを意味づけるという転倒によつて成立している。すなわち、ホーメイから
自然風景を類推したという表象作用があつたことは隠蔽ないし忘却され、自然こそがホー
メイの資源であるとするようなイメージだけが、インターフェイス環境の中で認められる。
つまり、連関を作り上げた認知的な過程がちょうどあべこべに現れるのである。
開かれたホーメイの実践は、この転倒においてトウバの自然の物神化にかかわつている
ということができる。すなわち、ホーメイの市場価値は、ホーメイの実践という身体性に
内在するものとして錯認されることになるが、そのときに必ずトゥバの自然をイメージの
一部としてホーメイの音体験に融合させる。その結果、 トウバの自然もそれ自体で何らか
の市場的な価値を本来的に持っているものとして錯認されるのである。アーカイヴ録音な
どによるワールドミュージックのCDやレッスンにおける言説は、そこにトゥバの自然が
表象されるという連関を約束事として作り上げることによって、市場価値を生み出す。ホー
メイの響きと自然との連関は、農村部においてはそれらが体験的に同じ空間に存在してい
るということによつて、喉歌と自然音とを互いの比喩のように認識するところから生じて
いる。
自然の物神化は、 トウバの自然を認識上のものへと切 り分ける作用を果 している。暗黙
知の中で行われている閉ざされたホーメイの実践においては、とくに自然を切 り分ける作
用はない。外部者の存在を目前にして、いくつかのシンボルの集合ないしは束として「自
然」を作り出すのが、市場交換に開かれたホーメイの実践である。流れる河の音、草原や
丘陵に吹き渡る風の音、走る馬の蹄の音一―すべての「自然」は放牧地のイメージとして
切り分けられ、ジヤガイモ畑とか、サイロの付いたウシ小屋とか、ハイウェイを走る自動
車といつた風景に関する他の構成要素は切り捨てられる。自然の物神化とは、市場交換の
プロセスの中で新たにトゥバの自然をイメージ化する作用に他ならない。
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4.エスノ文化資本
ホーメイの実践が市場交換される過程において、 トゥバの自然は農村的な空間における
暗黙知の実践から切り分けられ、物神化された。この転倒のプロセスは、ホーメイの実践
に新たな身体性を生み出している。これが、「エスノ文化資本」である。エスノ文化資本は、
物神化された自然を身体の中に取り込み、ホーメイによってそれを実践する。
文化資本の概念は、ブルデュによって階層社会の再生産を特徴付ける鍵として提示され
た。ここでブルデュの社会学について詳説することはできないが、ブルデュにおける文化
資本がたとえばパリの洗練されたフランス語の使用のように上流社会の表象となるような
所作、振る舞い、日常的な行動、その他の社会事実であることに注目したい (Bourdicu
1977,1984)。ブルデュが示した文化資本の考え方は、品位とか高級感を演出するような振
る舞いが有利に働 くということになる。
トゥバにおいて文化資本のようなものを考える場合一一そしてそれはポスト社会主義時
代の人々の志向に光を当てるには必要な作業なのだが一―ブルデュによるフランス社会か
らの事例ほど事態は単純でないことがわかる。というのも、 トゥバにおいては何かつねに
中心となるような所作や振る舞いの基準が存在していないからである。トゥバにおける文
化資本は多極的であるといえるし、局面によってちがった中心が立ち現れるということも
できる。この中心が定まっていない文化資本のひとつが「エスノ文化資本」であり、自然
の物象化によって生み出される市場価値を持ったホーメイの実践が培っている身体性であ
る。
4-1.エスノ文化資本の生成
トゥバにおける文化資本を考えることが難しいのは、一つにはトゥバがロシア連邦に属
する共和国であり、そこに二重の文化装置が働いているからであり、もう一つにはロシア
自体が社会主義の時代を経て、文化資本の再生産が見えにくいような社会を形成してきた
からであると考えられる。狭義の文化資本は、西欧のようにブルジョワジーと階級の再生
産につながるものだからである。
あるときフイールドワークでモンゴル国境付近にあったユルトを訪問したとき、タイガ
の中で目当ての放牧地を見つけられず真夜中になってしまったことがあった。道なき道を
ぐるぐる回っていると、とうとう増水しかかった川の上で車のバッテリーが濡れて立ち往
生してしまったが、そのとき同乗していた近くの田舎町に住む小学校の国語教師だという
大きな眼鏡をかけた、あまり行儀のよくない若いトゥバ人女性がウォトカを飲みながら突
如すばらしい声調でロシア語の詩を暗誦し始めた。後日ほかの同乗者に聞いたところ、そ
の詩はレエルモントフの一節であつたそうだが、そのときの彼女たちの服装、飲んでいた
ウォトカの質の悪さ、自動車のコンデイション、すし詰めの車内、モンゴル国境近くの深
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夜の鬱蒼としたタイガーー結局、われわれ一行は車から降りざるを得ず、膝まで水につか
りながら対岸に上がり、霜の降る夜明けまで森の中でビバークする破目になった一一その
すべてがあの格調高い韻律の美しさとミスマッチに感じられ、シュールレアリスムの短編
映画でも見ているかのような感覚にさえ陥ったものである。その人物は私がユルトの住人
に聞き書きを試みている間じゆう勝手にトウバ語やロシア語で変な揚げ足取りをしたりし
て私と通訳を苛立たせていたのであつた。要するに、 トウバにおいてはロマン主義文学の
詩を九まる暗誦することができたとしても、それは社会階層の特権性や品位を意味しないし、
教育投資の結果として涵養されるような文化資本とはなりえていないのである。
こうして、 トウバの文化資本の中心は一種の真空状態となっているわけだが、民族文化
に関する振る舞いや教養は、ある種の文化資本を形成している場合がある。たとえば、前
述のシヤマン兼民俗学者のケニン=ロプサン・モングーシ師がそうである。彼は刻ヽ学校の
教科書を執筆し、 トウバの伝統文化について若い世代に紹介するように務めているが、シャ
マニズムをはじめとする在来文化の知は、 トウバ人の人間性を高めるものとして積極的に
評価している (KeHИ―ЛoHcaH 2006)。ケニン=ロプサン師は、自身も名高いシャマンであ
るために、面会には通訳が言うところの「何でもいいからとにかく白いもの」を贈ること
が必要であり、彼女は道すがらのキオスクでなるべく余白の多いカートンのパッケージを
したケフィール (ケフイアヨーグルト)を2本買って行き、私たちは受け入れられた。
トゥバに伝わる天地創造の伝説を知り、自然を畏敬し、人間の運命について想いを深くす
ることがよりよいトウバ人として生きる道なのである、と彼は鋭い眼光で語ってくれた。
このようなシャマニズムの知に基づいた立ち居振る舞いを極めれば、厳かな所作で私たち
に祝福を与えながらケフイールのパックを受け取った振る舞いとともに、それは文化資本
の一つであるということができる。
エスノ文化資本とは、このケニン=ロプサン師のような、少数民族の伝統的な権威に裏
付けられた身体性によつて培われる文化資本である。このために、「エスノ」という語を
冠している。エスノ文化資本は、ある特定の振る舞いがその文化にとって特別の意味を持
つ、といつた質的な差異によって培われている。それは必ずしも文化のヒエラルキーの上
位に位置するのではなく、むしろ文化の固有性や地域性を産出する文化装置である。その
ため、エスノ文化資本が生み出す市場交換の文化的産出物は、在来文化の代表的な表象と
して、一見するとエスニックでありまた素朴、エキゾテイック、前近代的、野生的などと
いった、近代的なものとは姑極にあるものとして語られることになる。まさにそうである
がゆえに、エスノ文化資本は固有の価値を産出する文化装置としての役割を果しているの
である。
トゥバ共和国のように、支配的な文化がクレオールであり、それに在来文化がナショナ
リズムの根底にあるような場合、市場交換においては二重の文化的正統性を持っているよ
うな局面が存在する。そうしたとき、いうまでもなくエスノ文化資本は強力である。トゥ
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バにおいては、クレオール文化とはロシアである。その日常的なクレオール文化を極限ま
で排除した「トゥバ的なもの」を身につけつづけることは、とくにクズルのような都市環
境においては希少である。もちろん、そうしたトゥバの身体性は単に希少なのではなく、
正統性を帯びているのであって、そこに「トゥバらしい振る舞い」をみるようなまなざし
が出来事となってエスノ文化資本を生みだしているのである。
エスノ文化資本を生じさせるような出来事とは博物館の展示品のようなものではなく、
動態的な事象である。それは市場交換の場にホーメイが実践されることによって生じる。
具体的には、それは演奏家と聴衆との間に生じる関係が、生産者と消費者に変換されると
きに生じる音楽体験である。このために、先に紹介したロシア人向けのホーメイのステー
ジのように民族衣装を着て現れるとか、自然音のある場所で録音することによってトゥバ
の風光を想起させるといった演出として現れるのである。
4-2.エスノ文化資本としての「自然」
私的な農村部のような場所では、そこにホーメイから何らかの意味を見出そうとするよ
うな海外の愛好家とか観光客のような聴衆は存在しないからである。このことから、 トゥ
バにおいてホーメイを歌うという身体性について考えるとき、エスノ文化資本は市場交換
の空間においてはじめて役害Jを果すということがわかる。したがって、農村部におけるホー
メイは、市場交換を中心として見るとき、いわば「死蔵」されたエスノ文化資本であると
いうことができる。
もちろん、もっぱら放牧の無り,を慰めるためだけに歌われる農村部のホーメイについて
「死蔵」されている、などということはひとつの転倒に過ぎない。なぜならば、農村にお
けるホーメイの実践そのものとは関係なく、都市的な構築からエスノ文化資本が生み出さ
れたからである。そして、ホーメイのエスノ文化資本は、農村部におけるホーメイを「発
見」したのである。むしろここで明らかとなるのは、農村部と都市部において実践される
ホーメイがそれぞれ独立した文化作用の系を形成している、ということである。エスノ文
化資本の作用は、市場交換の場である都市的な空間によってしか成立することがない。こ
のため、ホーメイを実践する空間としての農村部が、外部者から見て本質的に不可視の場
所に位置することになるのである。
農村部のホーメイは都市部においてエスノ文化資本の生成に、ある重要な役割を果して
いる。すなわち、すでに都市部一一とくにプロ活動をしているホーメイ音楽家たち―一か
らは失われてしまった牧童のライフスタイルの担保という役割である。牧童たちは基層文
化の産物としか語られることのないようなホーメイを今日も実践している。農村のホーメ
イは、その伝統が不死であり、現在も連綿と生き続ける生命力を有しているというF_A史的
連続性の見本となっている。すべてのプロ化したホーメイのライブや録音の演奏や創作は、
その歴史的継続性の言説にしたがって、エスノ文化資本を再生産している。もしも、農村
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部において遊牧の合間に歌われるホーメイが失われたりすると、 トゥバの山河とホーメイ
との結びつきは見本を失った空虚なフイクションとなってしまい、ダンドゥン氏が教えて
くれたようなホーメイの世界へのリアリテイは著しく損なわれてしまうことになる。
牧童のホーメイがエスノ文化資本の担保となる背景には、もうひとつその希少性がある。
農村のホーメイは、普段は外部とのアクセスが遮断されているという神秘性のゆえに、都
市部から見れば「本当のトウバ」の現物を示してくれる強い好奇の姑象となる。先に紹介
した録音がわざわざプロの音楽家を実際に田舎に連れて行き、そこで小川のせせらぎのよ
うな自然音とともにホーメイを録音していたことからもわかるとおり、それほどまでに音
楽コレクターが最終的に立ち会ってみたいホーメイ実践の空間が、農村の牧童たちが歌う
ホーメイなのである。その美的価値基準は自然と一体化した普段の暮らしの中に培われ、
いかなる学校的な空間も存在しない。農村のホーメイは原初性への連関から、オリジナル
な芸術作品についてベンヤミンがいう「アウラ」を身体性に帯びることとなる (Benia14in
1968121μ252)。
ホーメイのエスノ文化資本とは、かげがいのないもの一一この場合は牧童のライフスタ
イルとそれに根ざしているとされるホーメイにかかわる文化実践のすべて一―が放つアウ
ラとともにある。当然のことながら、このアウラはどれか特定のホーメイのパフォーマン
スについて真贋を見極めるといったことではない。ホーメイにおけるアウラは、もっと輪
郭のぼやけた一つの空間であり、一つの「世界」であるといえる。それは、瞬時にサヤン
山脈の雪嶺とか、エニセイ川の流れとか、広大なタイガや草原の風景といったいのものと
してホーメイを結びつける、ある想像力の回路である。これが、成立するとき、そのホー
メイ演奏家は自身が歌う曲とともにアウラを持つようになるのである15。
牧童によるホーメイは必ず即興的であり、それ自体記録されることもなく、一回性によっ
て培われるパフォーマンスである。それは何かのコピーでなく存在するので、その意味に
おいてアウラを帯びているということができるのである。しかも、普段は人目につかない
ところで歌われているために、そのすべては秘儀的であり、市場的価値を超越した場所に
ホーメイのすべてが存在しているように、外部の目には映るのである。徐々にタイガの山
並みへと繋がっていく草原の連なり、豊かな水をたたえた川の流れ、風や水や馬の蹄の音、
そこにある遊牧生活のすべてを音の体験に結びつける回路として、農村のホーメイは存在
し、しかもそのすべてを垣間見ることはできないという性格上、農村におけるホーメイの
身体性は絶対的な中心を形成している。このような絶対的な中心性が認識されるとき、ホー
メイはアウラを帯び、エスノ文化資本としての力を帯びるのである。
市場交換の中で取引されるホーメイのすべてはそのコピーあるいはミメーシス (Taussig
1993)として流通し相互交通するようになる。まさにそうした文化作用の表れとして、自
然音とオーバーラップさせたホーメイや在来文化の象徴としてのホーメイの位置づけが行
われているのである。それらは、農村部における不可祝でアウラを帝びたホーメイの一種
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の複製芸術として扱われることになる。ホーメイをエスノ文化資本として捉えると、プロ
フェッショナルなホーメイ歌手とは、すなわち複製の作り手であると捉え直すことが可能
である。農村部における秘儀的ホーメイは、都市的空間を通じて複製として市場に現れる。
牧童のホーメイが持つ神秘性は、 トウバの自然や牧童の生活をも希少な在来文化の産物
として物神イとすることにつながっている。ここに、ホーメイの実践を媒介項とした、 トウ
バの自然の物神化とエスノ文化資本との接合をみることができる。外部の市場にとっては、
すぐれて生きられたホーメイとは自然と一体化した身体性による喉歌の実践である。そし
て、ホーメイの実践を物神化された「自然」に近づけるという行為は、エスノ文化資本と
しての正統性の獲得につながる。それは、エスノ文化資本につながるトゥバの在来文化に
関する言説として、自然音とホーメイの音とを未分化な「音」として認識していたという
解釈と、深くかかわつている。「自然と未分化なホーメイ」という言説の一項に「自然」
という語を置くところから、自然の物神化が始まる。そして、農村を囲む自然=ホー メイ
という図式が、ホーメイをポスト社会主義的な構築物から隔絶する文化装置として、たち
現れることとなる。
牧童の文化としてのホーメイを、長時間的なトゥバの原初的「基層文化」として言説化
し、そこに自然の姿を見てそれを物神化するという文化装置が、同時にポスト社会主義的
なもの一―市場経済や消費文化やポップなもの一一からホーメイを切り分けるための装置
でもあるという点は興味深い。このような作用は、エスノ文化資本がそれを持つものを文
化的生産物の市場の中でよリポジテイヴな場所に置こうとするときに現れる。ホーメイの
実践がエスノ文化資本として市場に出現するとき、それはどの程度トゥバの自然風景に同
化できるのかという点に関わらざるを得なくなる。
涼風や小川のせせらぎのようなスタイルについて完成度を問題にすることがある場合に
も、そのホーメイの演奏が現実世界の向こう側に秘められた世界を一―もちろん、それは
想像力の産物に過ぎないのだが一一受容者に鮮明に開示すればするほど、すぐれたミメー
シスとして体験化される。人目から隔絶した広大な自然で歌われているものとして想像さ
れている牧童たちのホーメイの音体験により即した複製であるほど、それは貴重な音源と
して扱われる。ホーメイにかかわるエスノ文化資本は、アウラを帯びた中心が農村のライ
フスタイルにあるがゆえに、イメージとしての「自然」の物神化と不可分につながってい
るとヤヽうことができる。
4-3.ポップ化するホーメイとエスノ文化資本の相対化
エスノ文化資本が作用する場所は、 トウバの国内だけを想定しても存在し得ず、もっと
グローバルな規模で文化的生産物が交換される市場を想定する必要があった。グローバル
といっても、ホーメイの愛好家は日米欧に限られている段階なので一一それは国際ホーメ
イフェステイバルに参力日したり、ホーメイのレッスンを受けに来たりする人々の顔ぶれか
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ら明らかである一一まだ限定的な性格から完全には抜け出ていないのだが、それでもたと
えばフーン・フル・トゥのように海外でアルバムを製作したり、日本のホーメイ音楽家の
等々力政彦がアイヌ音楽CDの製作にホーメイやイギルで参加するという現象が示すよう
1こ (安東 2003)、ホーメイの実践空間は国外に及び、しかもトゥバ国内では考えられない
ような形で展開してきている。
ホーメイ=自然というエスノ文化資本の定立を可能としている想像力は、ポップ化によっ
て次第に変容しつつあるということができる。エスノ文化資本そのものは、 トゥバの在来
文化が再生産されていくなかで依然として存在し続けることは十分予測できるが、それと
は別の場所をポップ化したホーメイが作り出しつつある。まず国内において、すでに簡単
に紹介したオイドウパー氏 OЙДyΠaaのようなアーテイストの存在がある。彼は、五音音
階を用いたモンゴル歌謡を影託とさせるメロデイを創作し、アコーディオンの伴奏として
それをカルグラーで聞かせる歌い手であり、国内の聴衆向けにカセットを出している
(OЙДyHaa n.d)。彼は従来の民族楽器でなく、ソ連文化とともに流入したアコーディオン
の平均律に載せたメロデイで新しいホーメイ歌謡を生み出したのである。そのほかにも、
グループのヤト・ハЯT Xaのように、バンドでホーメイを歌うアーティストも現れ始めて
いる。
さらに、最近のフーン・フル・トゥのCDでは、ホーメイが トランスにアレンジされ
て一―というより、 トランスにホーメイが歌いこまれているといったほうが正しいのかも
しれない一―コンピュータ処理をされたクラブ向けのダンス音楽として創作されている。
それらは古くから歌い継がれている元歌があったと思われるが、サンプラーなどで音響デー
タ処理されているために、もはや出典を明らかにするのが難しくなったものがいくつもあ
る。楽器についても、インドの膜鳴楽器のターブラや弦鳴楽器のシタールとともに演奏さ
れたりしており、なんとなくホーメイの原郷のひとつとされるチベット的な雰囲気さえか
もし出している。
電子化され、ポップとして新たに作り直されたホーメイは、もはやエスノ文化資本とは
異なる場所に自らの中心を見出しているかのようである。そこに何らかの主体を認めると
するならば、それは越境化しトランスナショナル化した自己である。異文化コラボレーショ
ンと電子化を基軸とした彼らの創作においては、もはやエスノ文化資本のアウラである農
村の牧童による音楽文化や自然の物神化への回路はぐっと弱まっていく。
たとえばトゥバの弦鳴楽器であるドシュプルールとホーメイにアイヌの弦鳴楽器 トンコ
リやインドの膜鳴楽器ターブラをコラボレートするようなスタジオ空間を考えてみる。一
見、異文化の民族楽器の並置はそれぞれのエスノ文化資本をも並置させるようだが、実際
には互いが相対化されることによってそこにはもはや単一の文化表現に値するものを見出
すことはできなくなっている。さらに、それらはたとえば西洋音楽理論のようなある特定
の歴史性や地域性を連想させる時間秩序ではなく、サンプラーやシンセサイザーといった
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電鳴楽器によつて加工され統合されている。この、電鳴楽器による加工と統合は、コラボ
レーションによって生じた複数のエスノ文化資本を完全に消し去ってしまう作用はないが、
それぞれを相対化 し、共生させることができる。
ポップ化というエスノ文化資本の相対化は、 トゥバにおけるロシアヘのクレオール化の
進行や、遊牧文化の消滅や、都市化といった社会現象によるものかどうかただちに断言す
ることは難しい。ただ、少なくとも農村部のホーメイのアウラに同一化しないようなホー
メイ歌手の自己意識が存在するとすれば、このポップ化の現象が今後も一定の展開を見せ
るであろうことは予測できる。一つには、コラボレーションという文化現象そのものがす
でにポップのグローバル化を受けて広く存在しているために、 トゥバと外部との接点が一
層広がるにつれてその機会もまた増えていくからである。もう一つには、ポップの市場化
が進行するにつれて、 トゥバにも消費文化が根付いていくからである。現在はポップの流
通は、電子機器の普及といつたハード面でも著作権の気護やプログクションの確立といっ
たソフト面でも問題があるようで、たとえば日用品マーケットでCDなどを購入すると、何
も録音されていないカラのCDをつかまされることはいくらでもある。だが、こうしたこ
とも確かな需要が存在すると認識されるようになれば、一過性の現象となる可能性は十分
考えられる。こうしてホーメイのエスノ文化資本はその中心は保ちつつも、相対化されう
る身体性として培われていくと予想することができる。
5,むすび
ポスト社会主義時代のトゥバが日常的に外部と接触するようになった結果として、ホー
メイが自然の物神化のなかで実践されていった。その過程において想像されるようになっ
たトウバの「在来文化」も、コルホーズ化され資本主義の波を受けた近代的農村を錯認し
た転倒に過ぎない。ホーメイのエスノ文化資本は、農村の牧童によるホーメイを中心化し、
その転倒を隠蔽することによって身体性を獲得し、さらに市場交換における自らの場所を
作りだす文化装置となった。その一方で、電子化したグローバルなポップの出現は、ホー
メイに新たな方向性を与えることとなった。トゥバの音楽は他の在来音楽文化の楽器や歌
などとコラボレートする機会を得、また自らも電子データとして処理されつつ創作の資源
として再利用される過程によって、自身のエスノ文化資本を相対イとした。その結果、ホー
メイは牧童による農村の文化を物神化しながら中心とするのではなく、表現がつねに越境
するような新しい中心を獲得するにいたった。トゥバにおけるポスト社会主義の一局面は、
自然の物神化とエスノ文化資本の生成を許しながらも、自らを解体したり相対化したりす
るような文化装置を生み出すにいたったということができる。
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注
1)自然の物象化とエスノ文化資本の概念は、第41回日本文化人類学会において筆者が行った個人
発表「 トウバにおける自然の内面化と民俗文化資本の生成一一ホーメイの事例からJ(2007)に
おいてモデル化した概念を再検討した。
2)ホーメイに類似した唱法としては、モンゴルのホーミーが知られ、ハカスなど中央アジアの諸
地域にも点在する。必ずしもはっきりとした倍音を伴わないが、喉歌はサーメ、アイヌ、イヌイッ
トなどの間にも広く見られる。
3)2005年の調査では、観光局などが誘致した韓国人旅行客の第一陣が到着するところであった。お
もなみどころは、ナーダムのほか、放牧や音楽などの民族文化、伝統的なヤギや羊の茄肉料理ハ
ンxaIIなどとのことであった。ハカスからトゥバ入りした日本人観光客のパッケージ・ツアーに
も遭遇したが、彼らの主な興味はスキタイ人の遺跡やラマ仏教などのいわゆるシルクロード文化
に集中している様子であつた。ほかにロシア国内と米国から釣り客がエニセイ川上流に入っていた。
4)TЫBaはトウバ語表記で、ロシア語表記ではかつてはTyBaが多かったが、前者表記も通用し
始めている。 トウバ語ではロシア語字母のЫとyにはっきりとした区別がなく、どちらも日本
語の「ウ」のように聞こえる。ただし、長母音化したЫЫはくぐもった「イー」と聞こえる。ち
なみにトウバ語字母 Bも日本語のバ行音子音に近いように聞こえる。「ヴアイオリン」を早口で
いうときの、bとvの中間の「ヴ [β]」 とほぼ同じである。[w]と発音されることもある。
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5)ヨーロッパ系ロシア地域に広く見られるダーチャはクズル市のはずれに点在するのみであり、そ
の利用も主としてスターリン時代以降にやってきたロシア系やアルメニア系の市民に限られるという。
6)トゥバでは普通に西洋野菜を食べ、茄で肉料理ハンの付けあわせとする。クズル市内の数軒の
個人宅菜園で確認されたのは、 トマ ト、カボチャ、ナス、わけぎ、ジャガイモ、ビート (ボルシ
チ用)、 タマネギ、キュゥリ、ニンジン、キャベッ、ヒマワリ、 トウモロコシ、スイカ。菜園の
面積は一軒で15平米ほどもあり、作物ごとに板で間仕切りをしていた。
7)たとえば、観光施設をかねたトス=デル・シャマンセンターT03-ДЭp ШaMaH ЦCHTpでは、外
国人は一回1時間程度のカウンセリングに4,000ルーブル支払う。
8)クズルで出会ったある青年は、こうした父系親族の祭祀集団について、日本の神道のように誰
もが自由に参拝できるような新しい霊場の形を模索しているところである、と語った。
9)たとえば、日本から参加したボイスアーティストの巻上公―はホーメイによらない独特の発声に
よるパフォーマンスを行い、米国からの参加者はブルースのコーラスとしてホーメイを歌っていた。
10)人口約40人でおよそ30戸が1本の道に並んでいた。ホーメイを歌うものは5名いた。
11)このレストランは翌年取り壊され、 トゥバではじめてのスーパーマーケットになった。
12)身辺の生活音や自然音を録音するという、シェイファーのサウンドスケープ・プロジェクトの
概念は、身の回りの音にもっと敏感にかつ批判的になるようにとの目的を持っており、それは聴
覚に関する一種の啓蒙主義に根ざしているということができる。
13)フェルドは、鳥の鳴き声の起源にまつわる「鳥になった少年」の神話と、「鳥になって」歌い
舞うことを在来舞踊の根源に据えるカルリの人々について、現地で「重ね上げられた音」と呼ば
れる熱帯雨林の環境音のさざめきを鍵概念として解釈し、彼のいう「カルリの美学」について鳥
類の民谷分類などを引き合いにしつつ体系付けている。そうした手法への批判的考察については
諏訪2005を参照 (諏訪2005:1併18)。
14)CD録音されるような「名人」クラスのホーメイ歌手は、 1回につき1,000ルーブル以上請求
するという。
15)本論では作品を身体性や想像力の空間から切り離して考えることはしない。ベンヤミンの議論
は単なる真贋論ではない。アウラが作品の本質にかかわらず、受容の局面において生じるものと
して考えなければ、ベンヤミンの複製芸術に関する考察が近代という歴史性に根付いていること
が説明できなくなるはずである。
引用参考文献
Arato,Andrcw and Ccbhart,Eike Tみ¢β♂∫θヵ″,αJ FP・9ヵメ
"″
∫´c力οο′R¢,′¢A New Yorki Coninu―
unl,1995
Bourdieu,Picrrc.Oヵチ′,猾¢げ,勁¢οっ げP胞じチ
'θ
?,Canab?dgα camb?dge univcrsity Prcss,1977
Bourdicu,Picrre.Dttr'ヵθヶテο々f A tθ,α′Crir物ヵ?げヵを /PT¢″げ 駒∫rι Routledge&Kegan Pat11.
1984
Fcld,Stevcn, Sοヵη,,刀冴∫?ヵ´ ,コ聡¢ヵ′fB'7・Jd, IV修マフテヵg,Poιガε∫α/P'SO々
=,η
 Xfr′ヵJ,Ettprι∫・T,ο刀.
Philadclphia:Univcrsity of Pcnnsylva?a Prcss,1991.
Fcld,Steven  “Acshetics as lcOnicity of Stylc:(]eting into Kaluli Groovc"  In steven Fcld and
―-107-
『北東アジア研究』別冊第 1号(2008年3月)
Charlcs Kcil eds,Arフ∫才c(9胞。ッθ∫  Chicago:Univcrsity of Chicago Prcss,pp 109-150
Belliamin,Waltcr “The Wo k of A4・tin hc Agc of Mechanical Reproduction," J,c rrJフIPDテ々 ,す,ο″d.
Hannah A4・endt,cd Nc、v York:Shockcn,1968,pp.217-252
Levin,Tcd.  “Among the Spiritsi Sound,?II c and Naturc in Sakha and Tllva."  Notcs to TDTッαf
ArJTο々
=r7T¢
ISPi/・iκ S?hso?an Fokways SFW 40452,1999,
Schafcr,R Muray,T/2¢TETガ刀=げ
r/Pι lVうrJJ.Ncw York:Knopt 1977.
Taussig,Michael ″′れιdね,乃tF A′た7・iν:A′杉rヶ,c′rrrr rridサ。っ げ s?力♂¢∫ Ncw York:Routlcdgc,
1993
The Agcncy of Tounsm ofthc Rcpublic of Tuva.Tlzッα∫T7D¢FFa,rサ9デAd力,n.d
AКceHoB,AH。つ じクμじκ6賜河ηク0∂″`蒻れ,9b】
κ, MOCyBa:My3ЫKa MOCKBa,1964.
Ke―‐JIoHcaH,MБ.ウめ TV7クο″
""ヽ力
b脇〃 α92μ″
“
 d13剛:T力加 CICOC KmDKHOC X3AaFCIL00,
2006
KLIp「Ыc,3o死 (乃at,9カ》 ―駒 vノ〕Cク■'Iン
θク KLIКЫЛ:HOBOCTИ yBИ,1992.
KЫprЫc,3.КTンGク″θκ09 rppη。8οθ工乙θμク9 HoBocИ6ИpcК:《HayKa〉〉,2002.
KЫprЫc,3oЯ 《TyBИHcКOC rOpЛBOc ΠCHИe《XoopcKTЭЭp》》,輪ζbラκあ7b″αZ Иk,Dettλ lll1 112,
2004.
諏訪淳一郎『ローカル歌謡の人類学』弘前大学出版会2005年
参考映像
PccHy6ЛИKa TЫBa McЖttyHapoДHЫЙ HayЧHЫЙ ЦeH呵p《XOOMeЙ》 2004 Cbど2bι糊,九りat″θ歩,Oθψp
屯々p∂92θ04
参考録音
Ay―Kllercl 勁θおr"テdεげ 助ツα∫T/rpαサS,冷
=∫
J/J=,力′肋セVJPT?腑j的靱 C¢ηrttJ As力 Arc Music,
EUCD 1860,2004
Huun―Hur一Tu δ″テriお力つJTP乃″ツ, Paras PRC l134,2003.
Huun一Hur―Tu  びθ HO齋?s,η々,ノ7Pθ躙″.  Shanachic 64050,1993.
Valious arOsts Tr/ッαr y。,cθ∫yЙοtt r/D¢σ 肪θ′9テAd,9,S?hsoniall Folkways,SF CD 40017,1990.
Val・ious artists T″ッ亀ク胞οJ g力¢→P″恋子ざOИ濾,胞肋dれ,η
'Nα
rDr躍,々S妍力α αη′冨レッ,,S?thso?an
Folkways SFW 40452,1999
Vallous altlsts  ttο,マたす¢¢′∫Tr/ツαη TんЮ,すS,/P=Jヵ
=yirrン
Odο∫  I―Dcsign,2002
Saydash  S,メ
'α
∫/P  CTyДИ】《Rccord≫ Nd.
角 C ДaH3LIPЫH ね7∂b″Cουμ OoHOTCKa h/1CェoMaHa
OЙnttaa BЛarlИMИp OЮHOBИЧ. 0歩oノηα'D7'∂
fr74r切りOЮ″ο3クv OOHOTeKa MC■OMaHa N d
OHДaap PoMaH,%攣ク″研rrr roり塑,宅P,My3ЫКapHatt KoЛЛcЩ朋  2006
安東ウメ子『ウポポ サンケ』Chiktt Studio CICR 0106,2003
―-108-―
(SUWA Jun'ichi■o)
